
MOVEは、行動する、感動させるといつた意味を含みます。会員をはじめ、産業界、地域のために全力で行動します。
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つながりは、つながりから。
《特集》
従業員の定着率の向上、福利厚生に

“商工会議所が行う婚活事業"

今月の表紙マストミ電子株式会社
またよし たつ や

代表取締役 又吉 達也さん
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それは、次代を担う又吉氏にとり、気づきであり、転機であった

製造業といえば、どちらかというと、男性が多いイメージだった。

しかし、ここでは、なんとたくさんの

それが6年前、マストミ電子に転職した又吉違也氏が

最初に抱いた印象であった。

東川口にあるマストミ電子株式会社は、

複数の電線を束にして集合部品とする

ワイヤーハーネスと呼ばれる電子部品の
加エメーカーである。創業38年目となる今年の7月 、

父親の後を継ぐ形で、又吉氏は2代目の代表取締役に就任した。

「でも、あるとき、長年お付き合いのあるお客さまに言ってもらったんです。

女性が関わっている製品は、細かい気配りが光っていて、
やっばり質がいいねって。ずっと持っていたはずの

自分たちの“強み"を、改めて意識することができたんです」

ご五

そんな風に思っていた折、商工会議所でたまたま見かけた

1冊のバンフレットが又吉氏を行動へと突き動かした。

「“女性の活躍推進"の文字があって。
早速相談してみたところ、担当者の方がとても熱心にサポートをしてくだ

さったんです。設備のこと、制度のこと、さまざまな助言をいただきました」
コツコツと実践していく日々 .

従業員に対するアンケートであった。
多くが長年会社に尽くしてくれている気心の知れた仲間たち。

あえて要望を聞くことも言うことも互いにこれまでなかったのであるが、

商工会議所の介在をきっかけに、

彼ら・彼女らの声を聞く機会を得て、社内の環境は、

より働きやすくクリーンなものへと進化した。
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企業DATA
〒333-0801埼玉県川口市東川口 6-19‐31
TEL:048-295-5948 FAX1048-295‐9752
http://www.masutomi―d.co.lp/

“商工会議所が
行う婚活事業"

6かわぐちナビ/イ ベント情報・専門相談日程

9われらが常備役

11ビジネス支援・パートナーズ

12読者プレゼントコーナー

13会員さん こんにちWAI
14言葉のカ

現在.「女性の活躍推進・5S(主 として製造業界の現場に掲げられる合言葉.整理・整
頓・清掃・清潔・躾耀 進による品質の向上及び南社との連携強化による営業力の強
化」をテーマとした燿営革新に取り組んでいるマストミ電子。従業員の75%が女性であ
ることから.埼玉県より、女性が働きやすい環境を整えている「多様な働き方実践企業」
としても認定を受けている。
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今月の表紙

マストミ電子株式会社
またよし たつ や

代表取締役 又吉 達也さん
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女性たちがいきいきと働いていることだろう_

同社の特色は、製造のコtい手が、主 として 女 性 であるということ。

それが先代のころから続いているある種の 1′(1ヽ

'1のようなものであり、異業種から転職した又古氏は驚いたものの、

社内では、たくさんの女性がいる光景は、ごくごぐ当た1,前・になっていた。

「ここを伸ばしていけないかな」

「女性が活躍してくれると、

男性も活躍できるんです」

男女間わず、仲間の仕事に“信頼"があるから、

自分の仕事にまい進できる.

活気が増した職場の空気は、着実に成果にもつながってきているそうだ。
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マストミ電子(株)は、・ワイヤーハーネス''という電子部品を製造

する創業38年の企業。きめ細やかな作業で高品質製品を支えて

いるのは、女性スタッフです。

支援のきつかけは、塁塁生査左塁重11二型 2錮二」L埜L」護菫聖1塞生派

遣したことです.5Sを実践していく中で礎塵四壺圏墾懸墨生整理

LL二と、「女性活躍推進・品質向上・営業力強化」をテーマに経営

重駈計画塑図邑 その後、LEの作成生童生が億五五亜上量生産

機幽璽塵塑塁二疇 萱1豊」匠』

`盤

』堕金zL五目されました。

また、当時専務であつた又吉さんは、Шュ経営塾豊どの上ニ

土二豊積極Ш二重議し、さらに経営力を磨かれ、代替わりの際には

菫」金:圏饉L:鐘Ll重配][:E`2Z:Eど∠:丞

`】

2■EttZ圧題饉茎をされ

ました。

又吉さんは、品質向上や事業の集中・選択化に取り組まれ、好

5Sを きつかけに、経営革新や補助金の申請

豊Σ』重五且El豊登こと1二、人
=2里

2二」三二

盛塑圭二■事業計画を作り、チェックしな ‐

がら実行することで実際に業績が上が |

りました。スタッフの意識も変わり、お客 ■

様からも
・
会社が明るい'と お声を頂い

ています。

利用者の声
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経営指導員 :小林 貴洋 〕
従業員の75%が女性.

県より「多様な働き方実践企業」の認定も受けています.
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川口商工会議所。地域金融機関・専門家がタッグを組み、

関
売上・利益拡大をサポートします !

小規模事業者の経営に役立つ情報・便利な
ツールを一挙にまとめ掲載 :要チェック !

かわ麟ク
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成熟期 尿財鰈
財閻巡
憑爾爾
爾獲国

…

創業者、創業まもない方のため

の経営情報があります |
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補助金・融資制度をはじめ、販塵:

遡1云 :」整菫菫
=L画

づくりに便利な

情報を掲載

セミナー■日談会は、皿識聖憶盤

生得る遺鷹磁虚斃曇積極的に活

用してください

地元の専門家をご紹介 |「チーム・

かわビズ」を通して専門家の派遣

を依頼すると、狙墨聾週盛墨二I

財務分析や商品開発、申告や書

類作成等も墜霊こ鐘i益ツール

を集約

かわビズ E罫
www,kawa8uchicci.or.iplkawabiznavi

《問い合わせ》

TEL:048‐ 228‐2220 FAX:048‐ 228‐2221               ‐、ヾ` ,薔 _・ 、ヽ、、、、ン′
.

〒332-8522j‖口市本町4‐1‐8川ロセンタービル8階 WWW.kaWaguchicci.Or.ip/kawabiznavi  .E圏照Й国回謳コ国口.
(伴走型小規模事業者支援峰 )

祀

C>支援事例 PiCK UPl 営業戦略、事業承継等、専門家派遣でお手伝い

女性が活躍する製造現場!高品質を保持し利益を上げる。
マストミ電子(輸 代表取締役又吉 達也氏 ■業種:電子部品製造業 ■川口市東川口6‐ 19‐31

調な業績を維持しています。気付いたことか

ら積極的に行動し実践される姿勢が、スタツ

フの士気向上にもつながつています。商工会

議所は、又吉さんの様々な取り組みを加速さ

せるお手伝いをしました。

等.商工会議所のアドバイスを受けました.奎査
=2吐■に、経営」[力しL=ヒふG國■■佳曇t曇」L」旺廻団壼

事業者

企業支援・プラットフォーム「チーム・かわビズ」
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～多彩な働き方を推進する魅力あふれる企業～

少子高齢化の進行により、働き手人口が減少し人手不足が深刻化しているなか、多様な人財の活躍

推進は重要な取り組みとなる。

今号では令和最初の新春企画として人財活躍に焦点を当て、先進的に取り組む市内企業の経営者

を招き座談いただいた。

採用や育成等、積極的に取り組む企業の話から、課題解決のヒントを読み解きたい。

※「人」が企業にとって何よりの財産であるとの考えから、今特集では「人財」の言葉を使用しています。

脚|1回Iの街‐で1人
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{株 )コマドデザイン
代表取

"役福井 千波氏

マストミ電子{株 )

代表取締,

又吉 達也氏

埼和勲屋t株 }

代表取締役社長

北渥 雄嗣氏

東日本電信電話(株 )

埼玉事業部埼玉南支店長

加藤 咲子氏
〔住所1川 口市末広3‐ 14‐ 10

1業種 1デザイン業|(ク ラフィツクデザイン.

イベント企画 運営等 )

御 業 !平成28年 1月

樅 業員数i10人

大手 印刷会 社 でクラフィックデサイナー

として活躍 後 .結婚 を機 に退 職 .フ リー

ラィスとして法人を設立し.現在はデザ
インに留まらす.フランデイングから企
画・イベントブロデュースまで手掛けて
いる.

:住所1川口市東川口6‐ 19‐44
1業種 1製造案 (ワ イヤーハーネス等 )

I創業】昭和54年 11月

I従業員数120人

電1,に 端子を圧 着したコネクタ(ワイ

ヤーハーネスアセンプリ)を 製造してい

る.最 近 |よ インフラ事業に特化してお

'′

.県道や国道のLED照明に使われる

ケーフルのアセン´′を納品している.

I仕所1川口市末広 3・ 14‐ 10
1業種1建設葉

(総合建築.リノベーション事業等 )

I創案】昭和51年 4月

に 業員数163人

戸建建 築以夕1の 事務所 や倉庫 .■

場.学校や行政センターなどの公共施

設を手がけている。最近では息者が入

院したまま転 院不要の状態で実施 出

来る.病 院専門のリノベーンョン事業を

フランド化して力を入れている.

:住所1111□ 市西青木 2・ 13‐ 11

川口青木ビル4階

I業種
'電

気通(■ 事業
I創業1昭和27年 3月

〔従業員数1(当該事業所),300人

電気通信事業者として電話はもちろ

ん.光 回線やインターネットなどの通イ言

事業も行っている。当支店では営業ス

タソフ{営業系)と故障修理スタンフ(技

術系,双方が●諮し.顧 客に対応して
いる。
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|■ ,ウ ィル′●―トナーズ '■ 表取締役

辺見 香織氏

||コ 高工会議所女 1生 会

町田 治子

||□ 商■含諄所
会頂

伊藤 光男

■
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中小企業診断士として平成22年 に創

業～小規模企業を中心とした経営コン

サルティンク会社を設立 .社会保険労

務士やITコ ーディネーターも,F属してお

り.企業経営を全面崎 |[サボートする体

制を整えている。

■都ローラーエ業 取締役

今和元年11月 |‖ 口商工会議所女性

会会長に就t
I住所】川口市戸塚5‐ 14‐ 30
1業種】印刷用工業用ロール製造葉

伊藤鉄I喘 代表取締役社長

今和元年11月

'|1口

筒工会議所会頭

に,任
〔住所1川 口市元椰3‐ 22・ 23
1業種 l鋳造実 (建設月鋳鉢器材 )
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伊
藤

¨
本
日
は
大
変
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
集

ま
り
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
近
年
、産
業
界
で
は
深
刻
な
人
手
不
足

の
中
で
、
い
か
に
し
て
人
財
を
活
用
し
て
い
く
か

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
話

を
伺
っ
て
ヒ
ン
ト
と
し
、
川
日
の
企
業
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

辺
見

一
現
代
は
、
私
た
ち
経
営
者
に
と
っ
て
、

不
確
実
性
の
高
い
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

課
題
が
た
く
さ
ん
あ
る
中
で
、最
も
重
要
で
時

間
も
か
か
る
「人
」
に
焦
点
を
当
て
て
、議
論
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
人
材
不
足
や
採
用
難
、

育
成
や
定
着
も
難
し
い
時
代
、
伊
藤
会
頭
は
、

ど
う
受
け
止
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

伊
藤

一
た
し
か
に
、
労
働
人
口
が
減
っ
て
い
る

の
は
、
紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
が
、
階
層
別
で

見
る
と
、
都
市
部
は
地
方
に
比
べ
、
非
常
に
恵

ま
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
、

川
日
は
ど
ん
ど
ん
人
口
が
増
え
て
い
ま
す
か

ら
、求
職
者
が
期
待
す
る
も
の
を
掴
め
ば
、
能

力
を
持
っ
た
人
を
採
用
出
来
る
チ
ャ
ン
ス
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
人
財
確
保
や
育
成
に

対
す
る
工
夫
の
余
地
が
広
く
、
そ
の
戦
略
の
効

果
が
出
や
す
い
時
代
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

■
人
財
活
用
の
き
っ
か
け
、

最
初
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

辺
見

¨
お
っし
ゃ
る
と
お
り
、今
後
数
年
、川
日
の

人
日
は
微
増
し
、２
０
３
０
年
頃
か
ら
ゆ
る
や

か
に
減
少
し
て
い
く
と
い
う
予
測
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
具
体
的
な
「
人
財
活
用
の
き
っ

か
け
」
や
「
最
初
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
お
話

を
伺
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
北
演
さ
ん
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

建
設
業
と
い
う
こ
と
で
、
″
Ｔ
Ｈ
Ｅ
男
性
社

会
″
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、業
界
の
特
性
も
踏
ま
え
、
ど

う
い
っ
た
対
策
を
講
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
取
り

組
む
き
っ
か
け
か
ら
お
話
い
た
だ
け
ま
す
か
。

川□市の人口及び世帯の推移・推計
―
重
要
な
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ー

北
濱

¨
私
が
入
社
し
た
十
数
年
前
、
い
ち
ば
ん

驚
い
た
こ
と
は
、
と
に
か
く
退
職
し
て
い
く
人
が

も
の
す
ご
く
多
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
が

す
ご
く
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
て
、
自

分
が
社
長
に
な
っ
た
ら
「
社
員
を
辞
め
さ
せ
な

い
」
と
い
う
こ
と
を
心
に
決
め
た
こ
と
が
、
人
財

活
用
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
会
社
の
理
念
を
前
面
に
出
し
て
、

志
を
と
も
に
す
る
こ
と
で
長
く
働
い
て
も
ら

700.000 300.000

250.000

200.000

150.000

100.000

50.000

0

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

000

500.

400.

300.

200.

100.

l
|

″

´

′
，

‐ｎ
Ｊ

´
』義去こ

鋭‘
，

‐ｎ

‘
＾
ｙ義義謀

6MOVE 20201ANUARY

‐>世 ●数

,

麒躍いヽヽ

ヽ

●

`い ■4

′
′角

|

,ミ、

▲
一
　
・ヽ

■:年少人□   難S生産人□   ■口老年人□
(0～ 14,貴)   (15～ 64歳 )  (65境歳)

出其:「川口市の書本特性専現状把握調査結果」(川 口市)



う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
、
私
が
社
長
に
な
っ

た
６
年
前
は
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
つ
き
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
た
め
に
数
回
に
分
け
て
社
員
全
員
と
飲

み
に
行
き
ま
し
た
（笑
ヽ
あ
と
は
面
談
で
す
。

そ
れ
を
実
施
し
て
、
辞
め
さ
せ
な
い
対
策
を
と

っ
て
い
ま
し
た
。

辺
見

¨
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
と
い
う
こ

と
で
す
ね
．
多
忙
な
中
、
面
談
の
時
間
を
取
る

と
い
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
う
の
で
す

が
、
ど
う
い
っ
た
層
ま
で
而
談
さ
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

北
濱

¨
管
理
職
以
下
の
若
い
社
員
が
対
象
で

す
。
私
が
直
接
行
い
ま
し
た
，
２
年
前
か
ら
は

飲
み
会
を
復
活
さ
せ
、
役
員
を
除
く
全
員
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
．
月
に
一度
、
毎
回
５
，
６

人
の
社
員
と
出
か
け
て
い
ま
す
‥

辺
見

¨
御
社
の
従
業
員
数
は
健
人
で
す
と
、

意
識
し
て
そ
う
い
う
機
会
を
つ
く
ら
な
い
と
、

全
社
員
と
本
音
で
話
す
こ
と
は
難
し
い
で
す

よ
ね
．
そ
う
い
っ
た
場
面
で
会
社
の
理
念
に
つ
い

て
も
お
話
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
，

北
濃

¨
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
理
念
を
語
り
出

し
た
の
は
本
当
に
最
近
の
こ
と
で
す
。
当
初
は

と
に
か
く
腹
を
割
っ
て
話
そ
う
と
考
え
、
「
最

近
、
ど
う
よ
？
」
み
た
い
な
会
話
を
し
て
い
ま
し

た
（笑
）
。

辺
見

¨
続
き
ま
し
て
加
藤
さ
ん
に
伺
い
ま
す
。

加
藤
さ
ん
が
い
ら
つ
し
や
る
支
店
は
従
業
員
数

３
０
０
人
の
大
き
な
組
織
で
、様
々
な
取
組
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
他
の
企
業
の
参
考
に
な

る
取
り
組
み
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

加
藤

¨
１０
年
ほ
ど
前
の
２
０
０
８
年
、
本
社

に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
が
設
置
さ
れ
、
ま

ず
は
女
性
活
躍
推
進
へ
の
実
質
的
な
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
社
の
場
合
、
制
度
は

ま
ず
会
社
の
方
で
整
え
ら
れ
ま
す
，
大
き
な

組
織
で
す
の
で
、
会
社
が
考
え
て
い
る
こ
と
を

社
員
が
理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
経
営
者
や

私
た
ち
支
店
長
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
く
て
は
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

個
々
の
社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常

に
重
要
で
、私
の
場
合
は
全
社
員
対
話
を
や
っ
て

い
ま
す
。
私
が
若
任
し
て
１
年
半
く
ら
い
で
、

こ
れ
ま
で
に
１
８
０
人
く
ら
い
と
対
話
し
ま

し
た
。
ひ
と
り
だ
い
た
い
３０
分
で
、
日
頃
の
課
題

感
を
率
直
に
話
す
人
も
い
ま
す
し
、遠
慮
が
ち

に
本
音
を
語
っ
て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。
本

当
は
面
倒
臭
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ

う

（実
）
，
で
も
、
そ
こ
で
見
え
て
く
る
会
社
と

現
場
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
必
ず
拾
え
る
の
で
、
私
と

し
て
は
、
非
常
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
若
手
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
と
て
も

し
っ
か
り
し
て
お
り
、
そ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
面
で
も
作
用
し
て
い
ま
す
。
新
人
は
全
員
、

自
分
で
社
内
の
課
題
を
見
つ
け
る
改
善
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
や
る
の
で
す
が
、
私
は
も
ち
ろ
ん
、
中
間

層
も
新
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
の
で
、
そ
こ
で

も
社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
ま

す
。
若
手
の
指
摘
が
良
い
意
味
で
チ
ク
リ
と
痛

か
っ
た
り
も
し
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
課
題
を
全

社
員
で
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
若
手
以
外
の

人
財
の
育
成
に
も
効
果
が
あ
る
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
．

辺
見

¨
教
育
を
軸
に
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ
ｌ
シ
ョ
ン
を
と

る
の
は
、
す
ご
く
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で
す
ね
。
中

小
企
業
で
も
活
用
で
き
そ
う
で
す
。

１
．経
営
戦
略
〓一と
し
て
の

女
性
活
躍
推
進
で
大
き
な
成
果
！
―

辺
見

¨
続
い
て
又
吉
さ
ん
に
伺
い
ま
す
。
御
社

は
従
業
員
の
７５
％
が
女
性
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
女
性
の
活
躍
と
い
う
観
点
か
ら
、
取
り
組

ま
れ
た
き
っ
か
け
、ま
た
、実
際
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

又
吉

¨
私
は
も
と
も
と
銀
行
と
商
社
に
勤
め

て
い
ま
し
て
、
父
が
創
業
し
た
当
社
に
は

２
０
１
１
年
に
入
社
し
ま
し
た
。
当
時
は
、会

社
が
ち
ょ
う
ど
ピ
ン
チ
の
時
で
、
そ
の
よ
う
な
状

況
下
で
銀
行
に
事
業
計
画
書
を
出
さ
な
く
て

な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
、
「ウ
チ
の
強
み
は
何
な

の
か
」
と
考
え
ま
し
た
。
当
時
は
女
性
中
心
の

製
造
業
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、そ

こ
を
軸
に
据
え
た
事
業
計
画
を
立
て
て
、推
進

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

辺
見

¨
経
営
戦
略
と
し
て
女
性
の
活
躍
推
進
に

取
り
組
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
御
社
は
も

と
も
と
女
性
の
比
率
が
高
か
っ
た
の
で
す
か
。

又
吉

一
現
在
と
同
じ
で
す
。
他
社
を
回
っ
て

も
、
そ
の
よ
う
な
製
造
業
の
会
社
は
な
か
っ
た

の
で
、
前
面
に
打
ち
出
し
て
い
こ
う
と
考
え
ま

し
た
。

辺
見

¨
女
性
の
活
躍
推
進
が
叫
ば
れ
て
久
し

い
昨
今
で
す
が
、
経
営
戦
略
と
考
え
て
推
進

さ
れ
て
い
る
会
社
は
ま
だ
ま
だ
多
い
と
は
言

え
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

又
吉

¨
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
に
取

り
組
ん
で
み
る
と
、
利
益
が
Ю
倍
く
ら
い
に
な

り
ま
し
た
。
成
果
が
本
当
に
出
た
も
の
で
す
か

ら
、
そ
れ
も
す
ご
く
追
い
風
と
な
り
ま
し
た
。

辺
見

¨
そ
れ
ま
で
と
同
じ
男
女
比
率
に
も
関

わ
ら
ず
、社
内
に
女
性
活
躍
推
進
の
取
り
組
み

を
周
知
し
た
こ
と
で
、
現
場
の
人
た
ち
も
や
る

気
に
な
っ
て
、生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

又
吉

¨
そ
う
で
す
ね
。
会
社
に
対
す
る
要
望

書
と
い
う
形
で
、パ
ー
ト
を
含
む
従
業
員
全
員

に
無
記
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、女
性
社
員

が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

福
］ユ井

¨
´
一の
，メ
つヽ

，ま
安
・】
一
か̈
多
イ
か
っ
ム
′）の
一ヾ

す
か
，

又
吉

二
番
は
「
ト
イ
レ
を
変
え
て
く
だ
さ
い
一

と
い
う
内
容
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
当
社
の
ト

イ
レ
は
、
す
べ
て
和
式
だ
っ
た
の
で
す
．

福
丼

¨
な
る
ほ
ど
―

又
吉

¨
洋
式
に
変
え
た
と
こ
ろ
、
そ
の
年
に
ド

カ
ン
と
利
益
が
上
が
り
ま
し
た
。
た
だ
そ
れ
だ

け
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
周
囲
か
ら
「
何
が
あ
っ

た
の
？
」
と
開
か
れ
る
く
ら
い
、生
産
性
が
卜
が

り
ま
し
た
，

辺
見

¨
「
ト
イ
レ
の
改
修
」
は
女
性
活
推
進
の

取
り
組
み
事
例
と
し
て
よ
く
出
て
き
ま
す
が
、

本
当
に
効
果
が
あ
る
の
で
す
ね
．

町
田

¨
ト
イ
レ
の
改
修
は
女
性
の
視
点
で
な
い

と
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
す
よ
ね
，

又
吉

¨
私
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
、
ま
さ
か

そ
ん
な
回
答
が
来
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で

す
。
男
性
社
員
は
、
ト
イ
レ
を
変
え
て
は
し
い

な
ん
て
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
、
み
ん
な
言

っ
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
職
場
に
対
す
る
観
点

が
違
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。

そ
の
他

Ｖ
　
　
　

一　
　
．
　

一

海
外
で
働
”

る
チ
ヤ
ン
ス
が
あ
る
）
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中
に
は
１
月
入
社
な
の
に
３
月
に
決
ま
る
と
い

う
人
も
い
た
ノヽ
、ら
い
で
す
．
そ
れ
で
は
ダ
メ
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
例
え
ば
、
今
年
の
４
月
に

入
社
す
る
場
合
は
二
昨
年
の
１２
月
か
ら
準
備

を
始
め
て
い
ま
す
。

昨
年
は
会
社
単
独
の
説
明
会
を

５
回
開

催
し
約

１
２
０
名
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま

し
た
。
説
明
会
で
は
、
体
験
型
の
ゲ
ー
ム
の
よ
う

な
こ
と
を
や
っ
て
関
心
を
高
め
て
、
学
牛
を
引

き
込
み
ま
す
。
そ
の
後
は
私
が
４０
分
く
ら
い
会

社
の
説
明
を
し
て
、
若
手
の
社
員
も
交
え
た
座

談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
．

辺
見

¨
人
財
の
定
若
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
．

北
漬

¨
定
着
は
成
功
し
て
い
て
、
本
当
に
離
職

率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
５
年
ぐ
ら
い
で

従
業
員
数
が
“
倍
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
．
前

述
の
飲
み
会
の
ほ
か
、当
社
に
は
イ
ベ
ン
ト
が
結

構
あ
り
ま
し
て
、ボ
ー
リ
ン
グ
や
フ
ツ
ト
サ
ル
、

社
員
旅
行
な
ど
で
す
．

も
ち
ろ
ん
退
職
し
た
い
と
い
う
人
も
出
て
き

ま
す
が
、十
い
な
こ
と
に
、私
が
介
人
す
る
前
に
、

社
員
同
士
で
止
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。
新
卒
を

採
り
続
け
て
き
た
お
か
け
で
、
先
輩
・後
輩
、
あ

る
い
は
、
同
期
の
間
柄
が
出
来
て
き
た
の
で
、何

か
あ
れ
ば
、
ま
ず
先
輩
が
対
応
し
て
く
れ
る
の

で
す
。

辺
見

一
最
近
の
若
い
人
た
ち
は
イ
ベ
ン
ト
が
多

い
と
嫌
が
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

北
漬

¨
「
何
か
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
く
れ
よ
」
と

は
言
う
の
で
す
が
、
企
画
に
つ
い
て
は
、
若
手
社

員
の
委
員
会
か
ら
提
案
さ
れ
ま
す
。
強
制
的

な
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
′
、
「
み
ん
な
で
や
ろ

う
よ
」
と
い
っ
た
感
じ
に
な
る
の
で
、
楽
し
ん
で

や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
．

辺
見

¨
企
画
を
す
る
こ
と
自
体
も
教
育
に
な

り
ま
す
よ
ね
，

北
漬

¨
内
容
に
よ
っ
て
、
参
加
率
は
異
な
り
ま

す
。
フ
ツ
ト
サ
ル
と
な
る
と
年
齢
に
よ
っ
て
は
ち

ょ
っ
と
キ
ツ
い
で
す
よ
ね
（笑
Ｉ
で
も
、
年
齢
が

上
の
方
も
、
観
戦
に
は
来
て
く
れ
て
、
懇
親
会

は
み
ん
な
一緒
に
と
い
う
感
じ
で
す
．

―
申
告
制
勤
務
で

一安
心
し
て
休
め
る
一環
境
づ
く
リ
ー

辺
見

¨
と
て
も
楽
し
そ
う
で
す
ね
―

又
古
さ
ん
は
女
性
が
多
い
職
場
で
、
採
用
・定

着
は
、
ま
た
違
う
難
し
さ
が
あ
る
と
思
う
の
で

す
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
ら
れ
て
い
ま
す

´
″

又
吉

¨
当
社
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
は
９
割
が
主
婦

の
方
で
す
。
優
秀
な
方
に
辞
め
ら
れ
る
の
は
痛

手
な
の
で
、
働
き
や
す
い
よ
う
、
シ
フ
ト
制
は
と

っ
て
い
な
い
の
で
す
。
勤
務
は
申
告
制
で
、
当
日

の
朝
「
子
ど
も
が
熱
を
出
し
た
の
で
、
休
み
た
い

で
す
」
と
言
わ
れ
て
も
、
人
丈
夫
な
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。

福
井

¨
す
ご
い
で
す
ね
―
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
の
で
す
か
，

又
吉

¨
多
能
工
（マ
ル
チ
ス
キ
ル
）
化
と
い
い
ま

し
て
、
ひ
と
り
の
ス
タ
ッ
フ
が
複
数
の
業
務
を
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
誰
か
が
お
休
み

し
て
も
、
誰
か
が
必
ず
カ
バ
ー
出
来
る
ん
で
す

よ
ね
，
生
産
性
を
下
げ
る
こ
と
な
く
、
主
婦
の

方
に
は
家
事
や
育
児
も
大
切
に
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
ま
し
た
，
女
性
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も

「す
ご
く
働
き
や
す
い
」
と
好
評
で
、
み
な
さ
ん
、

長
く
働
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
よ
．
シ
フ
ト
制
だ

と
休
み
づ
ら
い
で
す
か
ら
、
安
心
し
て
休
め
る

環
境
を
つ
く
る
の
も
、
私
の
役
Ｈ
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

辺
見

一
た
し
か
に
、
そ
れ
だ
と
休
み
や
す
い
で

す
ね
。
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
み
な
さ
ん
、
近
隣
の
主

婦
と
な
る
と
、
学
校
行
事
が
重
な
っ
た
と
き
は

ど
う
な
さ
っ
て
い
る
の
で
す
か
，

又
吉

¨
当
社
で
は
子
育
て
が
終
わ
っ
た
主
婦
の

方
も
た
く
さ
ん
活
躍
し
て
も
ら
つ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
人
た
ち
が
カ
バ
ー
し
て
く
れ
る
の
で
、

特
に
問
題
な
い
の
で
す
。
年
齢
層
で
言
え
ば
、

３０

代
ヽ
６０
代
く
ら
い
の
方
々
に
ご
活
躍
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
、
う
ま
く
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
〓

―
教
育
は
社
長
自
身
が
積
極
的
に
取
り
組
む
―

辺
見

¨
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
―

教
育
は
ど
う
で
し
ょ
う
．
先
ほ
ど
、
加
藤
さ
ん

の
職
場
で
は
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
と
て
も
充
実

し
て
い
る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
中
小

企
業
だ
と
な
か
な
か
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い

う
の
は
難
し
い
で
す
よ
ね
〓

北
漬

¨
以
前
、
外
部
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
入

れ
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
教
育
に
関
し
て
は
自

分
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
考

え
て
い
て
、
教
育
体
系
を
構
築
し
て
い
る
最
中

で
す
。
根
本
的
な
考
え
方
な
ど
は
、
外
部
に
任

せ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
て
、
ま
ず
は
、
私
自

身
が
外
部
の
研
修
に
通
っ
て
学
ん
で
い
る
状
態

で
す
（笑
）
．

伊
藤

¨
中
小
企
業
が
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
構
築
す
る
と
な
る
と
外
部
に
頼
り
が
ち
で

す
が
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
自
社
に
合
っ
て
い
る

と
は
限
ら
な
い
。
北
演
さ
ん
の
よ
う
に
社
長
自

ら
が
教
育
を
担
う
と
い
う
の
は
、
理
に
叶
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
の
分
、
社
長
は
勉
強
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
で
す
け
れ
ど
ね
（笑
）
，

辺
見

¨
た
し
か
に
、
技
術
は
外
部
の
講
習
な
ど

で
も
得
る
も
の
が
十
分
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

理
念
や
志
、
ま
た
社
会
人
と
し
て
の
あ
り
方
な

ど
は
、
「
教
え
て
も
ら
う
」
と
は
少
し
違
う
要

素
が
あ
る
も
の
で
す
か
ら
ね
，

■
多
様
な
人
財
の

活
躍
推
進
の
ヒ
ケ
ツ

ー
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
事
業
―

辺
見

¨
「多
様
な
人
財
の
活
躍
推
進
の
ヒ
ケ
ツ
」

と
い
う
こ
と
で
お
話
を
伺
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

R IE・ :L.
● o`● ,|^ヽ

居るままリノベーンコン「REiti rリイル|」

埼和興産|■ |が民聞する医療機関が,診 一時移議せずにヽ 工する.

画期的なリノベーシ→ンサ~ビス●|:本当に居るまま.●専門吉:隊
'プ

ラ
ンニング施I.●大手がしないことまで.の 3つの特徴で,,応 してtち .

d醸|ヽヽ
1`1::11,1,'  1

マストミ電子FI■■業

や積 査の業務 て多く

の女 性が括 躍 してtヽ

て.女性 ならで||,き

め細やかな気配 .,て 不

良品の数も減り.離職

■か低くな ,た ことで

安定した生産体嵩|,を

実現している.

熙 =ゝレ
マストミ電子|ギカ`製造する各種ハーネスアル フ|」 ―

9
～
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■
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III

第2
の元気経営大  彰式

イト

=

150名

スケジューJレ  ●16100

●17:00

0)18:00

員交流
イト

=
2022.7/21[聰 キユポ 0 ラ本館4階フレンディア

川国市川口1-1-1

2,000円

セミナー「メディアを味方につける情報発信のコツ」
講師

'度

辺 和 博 氏 (日経BP総合研究所 上席研究員)

川口の元気経営大賞表彰式

会員交流会

』
一
嘔
二

■

「■■
■

.      111口 商工会議所

llil第 1回 l‖ 口の元気経営大賞 表彰式
~・ :     

後撻 1関東経済産業局.埼 玉県.,1口市

小規模企業

輝く職場・人づくり賞
鶴見製紙(榊 (い戸塚重量・

DX推進賞
いフジムラ製作所

チャレンジみらい賞
いレボル いIDレーザー

・

CSR・ SDGs推進賞
和光紙器い マストミ電子い―

地域魅力づくり賞
鯰1日 生グリーン 0村田屋‐

●■
=・

地域経済・産業発展に

貢献する元気な企業を表彰します !

川□商工会議所鶴

ロ

当日承ります。

，

■
―

ヽ の

大賞1社が当日発表されます!!

i

大 賞
|● 1■ |ヽ |:‐

50万

THE KAヽ ′`AG∪ CHlCHAMBER OF COI.IMERCE&INDuSTRY



■́月■■恥

:湯晨

がヽんばる企業に拍手をおくろう!/

地ヽ域企業にエールをおくろう!/

会員交流会

7月 29日 (金)

★
苺

●

　

　

●

場 所 :フレンデイア 参 加 費 :2,0

[Tttne Table]                                  .

16:00 セミナー「メディアを味方につける情報発信のコツ」

17:00 川口の元気経営大賞表彰式

18:00 会員交流会

藤

一一̈一一一密
ヽ

)

折込チラシまたは
QRコードから
お待ちしています!!

ロ

お申込み

ぷ '

残

企業の発展と地域活性化を図るため、地域経済・産業発展に貢献する・ 川回の元気な企業 "をたたえ、表彰します。

第 1回は、新型コロナウイルス感染症の発生前、2019年 10月 に開催しました。審査は業種別に4つの部門で行い、大賞と

奨励賞を決定しました。

2回 目となる今回は、前向きな取り組みと実績を重視した5つの賞を設定。より実態に即した表彰制度とするため、各賞に

中小企業枠と小規模企業枠を設けて審査を行いました。

ざ

Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
〓
の
場
い

ｏ̈
「ｏ
】
２
●
Ｏ
Ｏ
Ｅ
Ｏ
・
¨
‘
〓
ｏ
】

一
ｏ
「
戸
漏
Ｏ
』
「

０̈
０
ｏ
∽

新規開発・独自性・優位性の

チェック項目について
川□志向について 財務内容について

1次審査

ロ

書類選者

43社のエントリー

専門家による
実訪ヒアリング

ロ

2次審査

ロ

審査部会による選者で

9社を選定

3次審査

審査委員会において

9社のノミネート及び

大賞を決定
  1ロョ|

〈審査内容〉

〈審査の流れ〉

→ → →
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Ⅲ……・表彰当日、ノミネート企業9社の中から大 :彗
:が

発表されます

1次審査を通過した

22社を訪間



☆小規模企業

ステンレス・鉄・アルミ各種精密板金

加工

徹底したデジタル化と見える化で「デジタル板金」の
先駆者となる

株式会社レボル
川口4-3-40

美容商材の卸、美容室経営

誰もが安心して利用できる美容院。loTでリピート率
アップ

株式会社戸塚重量
★

株式会社:Dレーザー☆

上青木 3‐2-18
SAITEC552研究室

lDカード用レーザーマーキング装

置の研究開発と販売

川口から未来へ飛躍。世界 |

饉ヽ‐
“
●島ミ  ‐  ミ|  ・

隆絲臨_~‐ヽヽ ど

にはばたくレーザーマーカー

‐ヽ|‐

t｀デ`  ｀|´

`
. ,_   _|｀

｀`縞しヽF

_三iヽ
■蝉́嘱Iイ

人材教育と全員参加型経営で、上質なサービス提供へ  従業員の“学び"を重視した自社ブランドの確立

株式会社フジムラ製作所
令員家3-12-10

∽
●
８

，
中
お

”
日
屋

一
パ
”
ヨ
”
”
ら
雪

Ｏ
ｏ
●
〓

【
ｏ
いｏ
中
日
Ｌ
∽
ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｎ

・
―

●

¨
１
一
●

和光紙器株式会社
幸町1-9-17

` マストミ電子株式会社
☆

東川口6‐ 19‐44

菓子製造販売

F0

響
」

い一ｕ
ヽ

,__=・ ■`

・
基二 鷲 tl

・■ヾ
罐
パ
・

包装資材の製造及び販売、環境配

慮型包装資材の製造、災害時対策

商品

ワイヤーハーネス加工業、

温度センサー販売業

環境に配慮した包装資材で、ずつと、必要とされる企  働きやすさを追求し、女性の力で経営の道を切り拓く
業を目指す

株式会社日生グリ…ン
石神 1529-1 西川口6-8-33

伐採・剪定ごみのリサイクル業、伐

採・剪定作業そのものの請負業、堆

肥等関連製品の製造・販売

■‐●●

5 1 MOVE2022,ULY

川日の新しい名産品。話題沸騰のパウムクーヘン

輝(職場・人づくり賞
一
一
一
一

鶴見製紙株式会社
南鳩ケ谷 8-1‐ 10

再生紙トイレットベーバー製造販売、

機密書類溶解事業

東川口6-14-16

工作機械・重量物移設

|||.■  ||‐ .

チヤレンゴみБLl賞

ESR・ 5DEs推進賞

地域魅力づくり賞

有限会社村田屋
★

ヽ

ヽ

ｒ

ｌ

環境改善に寄与する川口循環モデルの構築
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